『國民新報』1940年10月20日　
[主張]　若人の感激

　十月九日京 (けい)城 (ぜう)市 (し)街 (がい)には全 (ぜん)鮮 (せん)聯 (れん)合 (ごう)青 (せい)年團 (だん)の大 (だい)行 (こう)進 (しん)があつた。國 (こく)民服 (みんふく)に木 (もく)銃 (じう)を荷 (にな)ひ、四千の健 (けん)兒 (じ)が燦 (さん)爛 (らん)たる團 (だん)旗 (き)も高 (たか)く、進 (しん)軍 (ぐん)喇 (らつ)叭 (ぱ)に合 (あ)はせて、歩 (ほ)武 (ぶ)堂 (どう)々と行 (こう)進 (しん)する有 (あり)様 (さま)は、まことに感激 (かんげき)そのまゝであつた。あの人 (ひと)達 (たち)に銃 (じう)を荷 (にな)はせたら無 (む)敵 (てき)皇 (こう)軍 (ぐん)になるのだ。如何 (いか)なる敵 (てき)をも日章旗 (につせうき)の飜 (ひるが)へる線内 (せんない)には一歩 (ぽ)も侵 (おか)させはしないんだと、心 (こころ)強 (づよ)い印 (いん)象 (しやう)を受 (う)けないものはなかつたであらう。實 (じつ)際 (さい)あれ程 (ほど)とは思 (おも)はなかつたと驚 (けう)嘆 (たん)したものもあるであらう。
聯 (れん)合 (ごう)青 (せい)年團 (だん)大 (だい)會 (くわい)に於 (お)いて南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)は、
「青 (せい)年朝 (てう)鮮 (せん)の推 (すい)進 (しん)力 (りよく)は國民總 (こくみんそう)訓練 (くんれん)と精神總 (せいしんそう)動員 (どうゐん)運動 (うんどう)の一大 (だい)要 (よう)素 (そ)となるものである。從 (したが)つて朝鮮半島 (てうせんはんとう)の使命 (しめい)は興亞維新 (こうあいしん)と世界新秩序建設 (せかいしんちつじよけんせつ)に重要性 (じうようせい)を有 (ゆう)するが故 (ゆえ)に須 (すべか)らく朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)はこの使 (し)命 (めい)のために質 (しつ)実 (じつ)剛 (ごう)健 (けん)の気 (き)品 (ひん)と気 (き)魄 (はく)をもつて國 (こく)家 (か)活 (かつ)動 (どう)力 (りよく)の源 (げん)泉 (せん)として不 (ふ)断 (だん)の活 (くわつ)動 (どう)をせよ」
と訓 (おし)へられて居 (を)り、朝 (てう)鮮 (せん)聯 (れん)合 (ごう)青 (せい)年團 (だん)大 (たい)会 (くわい)宣 (せん)言 (げん)には、
「我 (われ)等 (ら)青 (せい)年團 (だん)員 (ゐん)は、皇 (こう)国 (こく)の聖 (せい)代 (だい)に生 (せい)を享 (う)けたる幸 (こう)運 (うん)に感 (かん)激 (げき)し、皇 (こう)国 (こく)の彌榮を一層 (そう)祈 (き)念 (ねん)すると同 (どう)時 (じ)に、愈 (いよ)々負荷 (ふか)の重任 (じうにん)を自覺 (じかく)し、相率 (あいひき)ゐて皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)としての忠 (ちう)誠 (せい)報 (ほう)國 (こく)の盟 (ちか)ひを固 (かた)くし、益 (ます)々協 (けう)心 (しん)戮 (りく)力 (りよく)以 (もつ)て皇 (こう)運 (うん)翼賛 (よくさん)に參じ謹 (つゝし)んで聖 (せい)旨 (し)に副 (そ)ひたてまつらんことを期 (き)す」
とある。
　南 (みなみ)總 (そう)督 (とく)の嘱 (しよく)望 (ぼう)と青 (せい)年團 (だん)の抱 (ほう)懐 (くわい)と實 (じつ)にぴつたりと一致 (ち)し、その間 (かん)髪 (ぱつ)を容 (い)るゝ餘 (よ)地 (ち)もない。一つ心 (こころ)の一つ聲 (こえ)といふべきであらう。
　朝鮮 (てうせん)青年 (せいねん)たるもの、よろしく、この心 (こころ)を心 (こころ)すべきである。即 (すなは)ち皇 (こう)國 (こく)臣 (しん)民 (みん)たるの感 (かん)謝 (しや)と矜 (ぎん)持 (じ)を以 (もつ)て奮 (ふん)起 (き)し、『八紘一宇 (う)の皇謨 (こうぼ)に則 (のつと)り、興 (こう)亞 (あ)聖 (せい)業 (げう)完 (くわん)遂 (すい)の一翼 (よく)に參じ、東 (とう)亞 (あ)共 (きよう)榮 (えい)圏 (けん)の確立 (かくりつ)に寄與 (きよ)せんことを期 (き)』し、『國 (こく)防 (ぼう)國 (こく)家 (か)新 (しん)體 (たい)制 (せい)の完 (くわん)成 (せい)を期 (き)』し、『生 (せい)活 (くわつ)の戰 (せん)時 (じ)化 (くわ)に努 (つと)め、職 (しよく)場 (ば)を奉 (ほう)公 (こう)の戰 (せん)塲 (じやう)とし、誓 (ちか)つて職 (しよく)分 (ぶん)報 (ほう)國 (こく)に挺 (てい)身 (しん)せんことを期 (き)す』べきである。これ以 (い)外 (がい)の道 (みち)はすべて、許 (ゆる)されざる邪 (じや)道 (どう)であり、反 (はん)國 (こく)家 (か)的 (てき)、非 (ひ)國 (こく)民 (みん)的 (てき)であることを深 (ふか)く明 (あきら)かに認識 (にんしき)すべきである。
　不 (ふ)幸 (こう)にして、いまだ朝 (てう)鮮 (せん)青 (せい)年 (ねん)の中 (なか)には、己 (おの)が進 (しん)路 (ろ)に迷 (まよ)へるものがあるかに云 (い)はれてゐる。先覺者 (さきかくしや)は、よろしく誠 (せい)心 (しん)誠 (せい)意 (い)、彼 (かれ)等 (ら)の蒙 (もう)を啓 (ひら)き、手 (て)を携 (たずさ)へて、國 (こく)民 (みん)大進軍 (だいしんぐん)に加 (くわ)はるやう全 (ぜん)力 (りよく)を盡 (つく)すべきである。一人 (にん)の青 (せい)年をも置 (お)き去 (さ)りにせず、無 (む)駄 (だ)遣 (つか)ひせぬやう努 (ど)力 (りよく)するのは、一に先 (せん)覺 (かく)者 (しや)の責 (せき)任 (にん)といはなければならない。
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